
　　　　　　　☆定　年　退　官☆

　◇第4部　永井芳男教授

　本年3月末日をもって定年退官された．同教授は昭和

5年東京大学工学部応用化学科を卒業後，保土谷ソーダ

工業株式会社（現在の保王谷化学）に入社，同社退職後，

大学院に入られ，昭和11年工学部講師，16年助教授と

なり，同17年第二工学部開設とともに同学部勤務とな

り，応用化学科有機合成化学の講座を担任，昭和19年

教授となり，昭和24年生産技術研究所移行とともに第

4部教授として今日に至っている．同教授は本学図書商

議会委員および本所の図書，特審，出版，講演会の各委

員会委員長として本所ならびに大学の行政面に尽され，

また日本化学会副会長，有機合成化学協会々長，日本学

術振興会116委員会主査，幹事，高分子学会編集委員長

など学会の活動にも広く貢献された．

　永井教授の研究面に関する活動は一貫して広く芳香族

合成化学に関するものであり，特に多環芳香族化学の分

野においては本邦はもちろん，世界的にもすぐれた研究

成果を挙げられ，建染メ染料スレンブルゥRSの世界最

高収率の確立，IS環式のビオロングトロンの合成など

ユニークな研究をされ，その業績に対し本年度日本化学

会賞を贈られている．

　◇第4部　福田義民教授

　本年3月末日をもって定年退官された．同教授は昭和

3年東大工学部応用化学科を卒業後，大学院に進み，昭

和6年工学部講師，昭和11年同助教授となり，化学工学

を担任，昭和19年教授となり，昭和24年生産技術研

究所移行とともに第4部教授となり今日に至った，同教

授はまた工業化学会（現日本化学会）理事，化学工業協

会評議員，大学院化学系委員，学部教育懇談会世話人そ

の他数多くの委員会委員をつとめられ，大学の行政面，

学会の活動にも貢献をされた．

　同教授は当初固体燃料の研究に従事され，石炭，コー

クス等炭素質の反応性と構造の関係等を究明され，その

後化学工学に転じてこの分野の草分けの一人となり，特

に吸着についての研究では，活性炭等多孔性物質の構

造，固体粒子内拡散現象の研究や吸着装置の設計等に創

意ある研究をされている．

☆所　外活　動☆

　第1部　一色貞文教授は，社団法人日本非破壊検査協

会の昭和41年度会長に就任した（昭和41年3月25日より

1年間）
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表 紙 風路つき試験水槽で，小型貨物船模型に5．5m／sの風をあてて傾斜

させたところ（本文1～6ページ参照）
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